
弁
護
士
・
弁
理
士
・

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士

高
石
秀
樹

特
集
│

①

特集
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１　

は
じ
め
に

　

科
学
技
術
に
よ
る
付
加
価
値
を
提
供

す
る
産
業
は
日
本
経
済
の
中
核
で
あ
り
、

特
許
等
の
知
的
財
産
を
活
用
し
、
企
業

価
値
を
高
め
る
こ
と
は
国
レ
ベ
ル
の
課

題
で
す
（
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
日
本
を

代
表
す
る
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
、
著

作
物
も
多
数
あ
り
ま
す
）。

　

自
社
の
持
つ
技
術
的
価
値
・
強
み
を

再
確
認
し
、
事
業
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
有
利
な
事
業
展
開
・
技
術

開
発
力
・
販
売
力
の
向
上
等
の
企
業
競

争
力
を
高
め
る
た
め
の
、
企
業
に
お
け

る
特
許
の
有
効
活
用
の
状
況
、
知
財
保

護
の
重
要
性
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
特

許
実
務
の
現
状
と
特
許
出
願
価
値
の
最

大
化
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
企
業
と
し
て
の
研
究

・
開
発
の
方
向
性
、
Ｍ
＆
Ａ
と
い
う
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
経
営
判
断
に
向
け
て
は
、

Ｉ
Ｐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
研
究
成
果
の

特
許
権
に
よ
る
保
護
と
い
う
視
点
か
ら

は
、
分
割
出
願
、
諸
外
国
移
行
の
割
合

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
、
弁
理
士

／
知
財
部
が
提
供
す
る
付
加
価
値
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
弁

理
士
／
知
財
部
は
、
発
明
者
か
ら
報
告

を
受
け
た
具
体
例
を
特
許
庁
向
け
の
文

章
に
し
て
整
え
る
事
務
職
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
許
要
件
に
つ
い
て
の
法

律
論
、特
許
・
実
用
新
案
審
査
基
準（
以

下
「
審
査
基
準
」
と
い
い
ま
す
）
を
踏

ま
え
、
発
明
者
の
想
定
を
超
え
て
発
明

を
広
げ
、
中
間
概
念
を
想
定
し
、
発
明

の
課
題
を
工
夫
し
、
分
割
出
願
や
諸
外

国
移
行
を
念
頭
に
置
い
た
出
願
戦
略
を

確
立
す
る
、
極
め
て
高
度
な
創
造
的
価

値
を
提
供
す
る
業
務
を
担
っ
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
『「
言
葉
に

で
き
る
」は
武
器
に
な
る
。』（
注
１
）（
梅

田
悟
司
著
）と
い
う
題
号
ど
お
り
で
す
。

２　

特
許
制
度
と
は

　

│
知
財
価
値
へ
の
気
付
き
│

　

特
許
権
と
は
、
特
許
庁
に
よ
る
審
査

を
経
た
後
、
出
願
日
か
ら
二
〇
年
間
の

独
占
排
他
権
を
得
ら
れ
る
と
い
う
権
利

で
す
。
独
占
実
施
権
で
は
な
い
た
め
、

利
用
関
係
に
あ
る
等
、
他
者
特
許
を
重

複
す
る
部
分
は
両
者
と
も
に
実
施
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
一
年
の
優
先
権
を
主

張
し
て
さ
ら
に
出
願
す
る
と
保
護
期
間

が
二
一
年
間
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
特
許
実
務
に
お
い
て
は
、
得
す
る

小
技
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
許
権
者
の
権
利
は
、
差
止
請
求
権

と
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
り
、
大
企
業

（注１） 梅田悟司著『「言葉にできる」は武器になる。』（日本経済新聞出版社、2016年）
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特集
特許を活用する！

に
よ
る
大
型
訴
訟
の
多
く
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
規
模
が
大
き
い
た
め
、
差
止
請
求
が

主
目
的
と
な
り
ま
す
。
米
国
、
中
国
、
韓

国
で
は
懲
罰
的
賠
償
制
度
が
導
入
さ
れ

て
お
り
、
相
当
高
額
な
損
害
賠
償
額
が

認
容
さ
れ
た
事
案
も
あ
り
ま
す
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
規
模
に
照
ら
し
、
設
計
変
更
で

き
な
い
場
合
、
差
止
め
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
大
き
い
で
す
。
米
国
で
は
、
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
に
多
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
を
背
景
に
、
譲
渡
を
受
け
た
特
許
権

を
行
使
し
、
訴
訟
費
用
よ
り
も
安
い
金

額
で
和
解
を
提
案
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｅ
（N

on-
Practicing Entity

）
が
活
動
す
る
余

地
が
大
き
く
、
他
の
国
々
と
は
様
相
が

異
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
取
得
す
る
発
明

の
技
術
的
範
囲
に
〝
将
来
の
〞
競
合
他

社
製
品
が
入
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

が
究
極
的
な
目
標
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
特
許
出
願
戦
略
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
許
制
度
に
照
ら
す
と
、

自
社
が
研
究
・
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
技
術
分
野
に
多
く
の
出
願
が
集
中
し

て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
の

に
重
要
で
あ
る
も
の
の
研
究
・
開
発
が

進
ん
で
い
な
い
技
術
分
野
に
は
多
く
出

願
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
視
覚
的
に
示
し
た
マ
ッ
プ
が
Ｉ
Ｐ

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
で
あ
り
、
今
後
の
研

究
・
開
発
に
力
を
入
れ
る
べ
き
技
術
分

野
を
選
定
し
、
Ｍ
＆
Ａ
の
考
慮
要
素
に

す
る
な
ど
、
近
時
多
数
の
企
業
に
お
い

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
Ｉ
Ｐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に

つ
い
て
の
深
掘
り
は
控
え
る
こ
と
と
し
、

以
下
、
特
許
出
願
時
の
明
細
書
に
記
載

さ
れ
た
発
明
の
解
像
度
を
上
げ
て
、
特

許
出
願
価
値
を
最
大
化
す
る
方
策
に
つ

い
て
考
察
し
ま
す
。

３　

発
明
の
解
像
度

（
１
）
一
般
論

　

特
許
発
明
は
、
発
明
で
あ
る
技
術
的

思
想
を
文
章
で
記
載
し
ま
す
か
ら
、
技

術
の
理
解
力
と
文
章
力
と
い
う
両
輪
が

不
可
欠
で
す
。
例
え
ば
、
発
明
者
か
ら

聴
い
た
具
体
例
だ
け
を
狭
い
範
囲
で
特

許
化
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
弁
理
士
／
知

財
部
に
よ
る
付
加
価
値
が
な
く
て
も
簡

単
に
特
許
化
で
き
ま
す
。
他
方
、
発
明

者
か
ら
報
告
さ
れ
た
具
体
例
を
過
度
に

広
げ
て
し
ま
う
と
、
解
像
度
が
低
く
な

り
、
特
許
化
で
き
ま
せ
ん
（
特
許
要
件

と
し
て
は
、
明
確
性
要
件
違
反
、
サ
ポ

ー
ト
要
件
違
反
、
実
施
可
能
要
件
違
反

等
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
こ
と
は
、
前
掲
『「
言
葉
に
で
き

る
」
は
武
器
に
な
る
。』
に
い
う
と
こ
ろ

の「
内
な
る
言
葉
の
解
像
度
を
高
め
る
」

こ
と
と
同
じ
で
す
（
図
表
１
。
前
掲
書

六
六
頁
）。研
究
者
が
意
識
し
た
発
明（
具

体
例
）
を
聴
い
た
弁
理
士
／
知
財
部
に

お
い
て
、「
進
め
る
（
＝
そ
れ
で
）
」「
深

め
る
（
＝
な
ぜ
）
」「
戻
す
（
＝
本
当
に

？
）
」
と
い
う
思
考
を
行
う
こ
と
に
よ

り
出
願
時
の
明
細
書
に
記
載
す
る
発
明

（
請
求
項
記
載
の
発
明
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
の
解
像
度
を
高
め
、
特
許
出
願
価

値
を
最
大
化
で
き
ま
す
。同
書
で
は
、「
真

逆
を
考
え
る（
自
分
の
常
識
は
、
先
入
観

で
あ
る
と
心
得
る
）」
は
特
許
発
明
が
新

し
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
（
前

掲
書
一
二
二
頁
）、「
違
う
人
の
視
点
か

ら
考
え
る
」
は
審
査
官
・
裁
判
所
の
視

点
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
さ

せ
て
く
れ
ま
す
（
前
掲
書
一
二
七
頁
）。

（
２
） 

特
許
要
件
を
踏
ま
え
た
「
明
細
書

に
記
載
さ
れ
た
発
明
の
解
像
度
」

│
中
位
概
念
化
（
具
体
例
／
実
施

例
を
拡
張
で
き
る
限
界
）

　

図
表
２
の
と
お
り
、
細
か
く
分
け
れ

ば
1-1
〜
5-5
の
発
明
が
あ
り
、
実
験
等
で

確
認
し
た
具
体
例
が
3-3
で
あ
る
と
き
、

広
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
発
明
は
1-1
〜
5-5

を
す
べ
て
含
む
正
方
形
で
す
（
a
）。

　

他
方
、
発
明
者
か
ら
聴
い
た
具
体
例

だ
け
を
狭
い
範
囲
で
特
許
化
す
る
と
3-3

の
み
と
な
り
ま
す
（
b
）。

　

特
許
は
従
属
項
を
駆
使
し
て
複
数
の

発
明
を
コ
ス
ト
増
な
く
同
時
に
権
利
化

で
き
ま
す
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
b
の
発

明
を
権
利
確
保
す
る
と
と
も
に
、
a
の

発
明
も
権
利
化
を
試
み
ま
す
が
、
多
く

の
場
合
a
は
広
す
ぎ
て
従
来
技
術
と
重

な
る
か
、
近
す
ぎ
て
権
利
化
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、
新
た
な
技
術
的
事
項

を
導
入
す
る
も
の
（
新
規
事
項
追
加
）

で
な
け
れ
ば
a
よ
り
も
狭
く
、
b
よ
り

も
広
い
発
明
の
請
求
項
を
創
っ
て
権
利

化
で
き
ま
す
（
中
位
概
念
化
）。
こ
れ
が

特
許
出
願
戦
略
に
お
け
る
最
重
要
ポ
イ

内なる言葉を意識する
⬇

書き出す
思考を客観的に把握する

内なる言葉の解像度を高める
⬇

Ｔ字型思考法
思考を「進める」「深める」「戻す」

出所：『「言葉にできる」は武器になる。』（梅田悟司著）（66頁）

図表１　「内なる言葉の解像度を高める」
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ン
ト
で
す
。
具
体
例
が
3-3
の
み
で
あ
る

と
き
、
発
明
の
〝
ミ
ソ
〞（
＝
課
題
解
決

原
理
）
が
３
の
「
行
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

横
串
で
切
り
取
っ
た
発
明
を
権
利
化
で

き
ま
す
し
（
c
）、発
明
の
〝
ミ
ソ
〞
が
３

の
「
列
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
縦
串
で
切
り

取
っ
た
発
明
を
権
利
化
で
き
ま
す（
d
）。

こ
こ
で
、
弁
理
士
／
知
財
部
が
提
供
で

き
る
最
大
の
付
加
価
値
は
、
発
明
者
か

ら
具
体
例
と
し
て
3-3
の
み
を
聴
い
た
と

き
、
縦
横
無
尽
に
、
縦
に
も
、
横
に
も
、

斜
め
に
も
切
り
取
っ
て
中
位
概
念
化
を

可
能
と
す
る
出
願
時
の
明
細
書
を
創
造

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日

本
の
裁
判
例
と
審
査
基
準
を
知
り
尽
く

す
と
と
も
に
、諸
外
国
の
審
査
基
準（
米

国
特
許
審
査
基
準
（
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｐ
）、
欧
州

特
許
庁
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
中
国
専

利
審
査
指
南
／
最
高
人
民
法
院
司
法
解

釈
）
を
把
握
し
て
、
少
な
く
と
も
出
願
前

に
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
は
、
出
願
時

の
明
細
書
中
に
出
願
後
に
得
す
る
記
載

事
項
を
書
き
込
み
（
実
施
例
・
比
較
例

と
な
る
具
体
例
／
実
験
結
果
を
ど
こ
に

置
く
べ
く
実
験
す
る
か
、
限
ら
れ
た
実

施
例
・
比
較
例
か
ら
読
み
取
れ
る
〝
メ

カ
ニ
ズ
ム
〞を
記
載
し
て
お
く（
注
２
））、

出
願
後
に
損
す
る
地
雷
と
な
る
記
載
事

項
を
撤
去
し
て
お
き
ま
す
（
注
３
）。

　

こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
中
位
概
念
化
を

可
能
と
す
る
出
願
時
明
細
書
が
「
解
像

度
が
高
い
」
と
評
価
さ
れ
る
明
細
書
で

あ
り
、
出
願
後
の
分
割
出
願
・
諸
外
国

移
行
に
向
け
て
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　

な
お
、
a
の
発
明
が
拒
絶
理
由
通
知

な
く
一
発
特
許
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ

れ
が
実
は
狭
す
ぎ
た
と
い
う
特
許
庁
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。こ
の
場
合
は
、

a
全
体
を
縦
横
無
尽
に
広
げ
た
特
許
を

分
割
出
願
で
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
（
e
）。
そ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め

に
、
発
明
の
〝
ミ
ソ
〞
が
実
は
a
の
発
明

を
超
え
て
妥
当
す
る
と
い
う
発
明
（
＝

技
術
思
想
）
を
読
み
取
れ
る
記
載
（
課

題
解
決
原
理
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
を
出
願

時
の
明
細
書
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
に

よ
り
、
特
許
出
願
価
値
が
最
大
化
さ
れ

ま
す
。
亜
流
と
し
て
は
、
実
施
例
が
な

い
と
こ
ろ
を
サ
ポ
ー
ト
要
件
違
反
な
く

権
利
化
す
る
（
f
）（
注
４
）、
従
来
技
術

を
除
く
ク
レ
ー
ム
（
g
）（
注
５
）、
機
能

的
ク
レ
ー
ム
（
＝
実
施
例
か
ら
当
業
者

が
実
施
可
能
な
範
囲
（
米
国
で
は
実
施

例
と
均
等
の
範
囲
）
で
あ
る
た
め
、
そ
の

外
延
は
若
干
曖
昧
で
す
）、
効
果
の
ク
レ

ー
ム
ア
ッ
プ
、
程
度
を
表
す
ク
レ
ー
ム

（
い
ず
れ
も
h
）、
数
値
限
定
／
パ
ラ
メ

ー
タ
発
明（
i
）等
が
あ
り
ま
す（
注
３
）。

図表２　中位概念化

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3
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1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

e

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4
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1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

b

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

c

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

d

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

f

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

g

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

h

1-1 2-1 3-1 4-1 5-1

1-2 2-2 3-2 4-2 5-2

1-3 2-3 3-3 4-3 5-3

1-4 2-4 3-4 4-4 5-4

1-5 2-5 3-5 4-5 5-5

i

（注２） 知財高判大合議平成17年11月11日判タ1192号164頁〔偏光フィルムの製造法事件〕

（注３） 拙稿「特許出願戦略─特許「出願」価値の最大化─当初明細書の工夫＋クレーム文言の工夫〈12選〉─」月刊パテントVol.75 №8

（注４） 知財高判平成24年4月11日裁判所ウェブ〔医薬（ピオグリタゾン）事件〕─2つの薬剤を併用投与する実施例がないがサポート要件が認められた。
知財高判平成24年10月11日裁判所ウェブ〔ポリウレタンフォーム事件〕～分割出願において、クレームに含まれる実施例がなくてもサポート要
件が認められた。知財高判令和2年5月28日裁判所ウェブ〔ポリオレフィン系延伸フィルムの製造方法事件〕～実施例とクレームが若干ずれてい
たが、課題解決理解可能としてサポート要件が認められた。

（注５） 除くクレームで進歩性が認められた裁判例3件。①知財高判平成29年11月7日裁判所ウェブ〔導電性材料の
製造方法（銀フレーク）事件〕〈髙部裁判長〉（一次判決）＝同二次判決・知財高判平成31年2月26日裁判所
ウェブ〈大鷹裁判長〉、②知財高判令和元年9月11日裁判所ウェブ〔システム作動方法事件（カプコンv.コー
エー）〕〈鶴岡裁判長〉、③知財高判令和4年6月22日裁判所ウェブ〔レーザ加工装置事件〕〈菅野裁判長〉。
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４ 　
特
許
出
願
後
に
、
出
願
日
の

優
先
権
を
確
保
し
た
ま
ま
、
競

合
他
社
の
実
施
品
を
み
た
後
に
、

別
の
発
明
を
権
利
化
す
る
余
地

（
オ
プ
シ
ョ
ン
権
）を
確
保
す
る

出
願
戦
略

　

│
戦
略
と
し
て
の
知
財
│

（
１
）
統
計

　

日
本
の
特
許
出
願
件
数
は
減
少
傾
向

で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
に
年
間
四
〇
万

件
以
上
で
し
た
が
、
近
時
は
年
間
三
〇

万
件
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

分
割
出
願
は
む
し
ろ
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
割
合
は
一
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
表
３
（
注
６
））。

　

日
本
人
に
よ
る
米
国
出
願
は
増
加
傾

向
で
あ
り
、
近
時
は
年
間
一
〇
万
件
を

超
え
て
い
ま
す
（
図
表
４
（
注
７
））。

　

日
本
人
に
よ
る
欧
州
出
願
は
安
定
的

で
、
年
間
約
二
・
二
万
件
で
す（
図
表
５

（
注
８
））。

　

日
本
人
に
よ
る
中
国
出
願
は
増
加
傾

向
で
あ
り
、
近
時
は
年
間
約
四
・
七
万

件
で
す
（
図
表
６
（
注
８
））。

　

こ
の
よ
う
な
統
計
に
鑑
み
れ
ば
、
以

前
の
よ
う
に
新
規
発
明
を
多
数
出
願
し

て
日
本
特
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
現
在

の
日
本
企
業
が
掲
げ
る
目
標
／
方
針
で

は
な
く
、
出
願
後
に
、
国
内
で
分
割
出

願
し
て
権
利
範
囲
を
面
で
広
く
確
保
し
、

諸
外
国
移
行
で
優
先
権
主
張
を
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
に
特
許
権
を
取
得
す
る
と
い

う
目
標
／
方
針
に
転
換
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、以

前
の
よ
う
に
日
本
の
特
許
庁
に
出
願
し

て
終
わ
り
で
は
な
い
た
め
、
最
初
に
出

願
し
た
と
き
の
明
細
書
（
優
先
基
礎
出

願
明
細
書
）
の
記
載
の
重
要
性
が
増
し

て
お
り
、
出
願
後
に
柔
軟
に
補
正
・
訂

正
・
分
割
出
願
・
国
内
外
で
の
優
先
権

主
張
を
な
し
得
る
た
め
の
工
夫
が
研
究

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
出
願
人
で
あ
る

企
業
の
知
財
力
を
左
右
す
る
時
代
で
す
。

　

分
割
出
願
戦
略
に
特
化
し
て
さ
ら
に

い
え
ば
、
分
割
出
願
を
繰
り
返
し
、
原

出
願
で
特
許
権
を
確
保
し
た
上
で
、
広

い
特
許
取
得
に
挑
戦
で
き
る
と
と
も
に
、

競
合
製
品
を
過
不
足
な
く
カ
バ
ー
す
る

ク
レ
ー
ム
を
事
後
的
に
競
合
製
品
を
み

な
が
ら
創
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
分
割
出
願
に
お
い
て
よ
り
広

い
ク
レ
ー
ム
、
変
更
さ
れ
た
別
の
ク
レ

ー
ム
が
新
規
事
項
追
加
と
判
断
さ
れ
な

い
た
め
の〝
ネ
タ
〞
が
最
初
の
明
細
書
中

に
ど
れ
だ
け
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
か
が

重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
特
許
出
願

か
ら
将
来
特
許
化
で
き
る
範
囲
が
広
い

こ
と
と
同
義
で
す
か
ら
、
経
済
的
に
い

え
ば
、
広
い
「
オ
プ
シ
ョ
ン
権
」
を
有
し

図表３　わが国の特許出願数の推移

出所：特許庁「特許行政年次報告書 2022年版」を基に筆者作成

図表４　米国出願数の推移

出所： （公財）東京都中小企業振興公社「2021年：アメリカの知財事情
に関するレポート」（赤枠は筆者）

図表５　欧州特許庁（EPO）における特許出願構造

出所：特許庁「特許行政年次報告書2022年版」

図表６　 中国国家知識産権局（CNIPA）における特許
出願構造

出所：特許庁「特許行政年次報告書2022年版」

（注６） ▶ https://www.jpo.go.jp/resources/report/nenji/2022/document/index/020206_07.pdf 

（注７） ▶ https://www.tokyo-kosha.or.jp/chizai/onepoint/rmepal000001umot-att/onepoint_027_2.pdf

（注８）▶  https://www.jpo.go.jp/resources/report/nenji/2022/document/index/0101.pdf
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て
い
る
こ
と
と
同
義
で
す
。
優
先
基
礎

出
願
明
細
書
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
実
施
例

の
文
章
、
デ
ー
タ
、
図
面
等
が
同
一
で

あ
っ
て
も
、
発
明
の
課
題
次
第
で
ク
レ

ー
ム
ア
ッ
プ
で
き
る
内
容
が
異
な
る
、

換
言
す
れ
ば
、
実
施
例
に
記
載
さ
れ
た

具
体
的
な
発
明
の
課
題
次
第
で
、〝
抽
象

化
・
上
位
概
念
化
〞
し
て
ク
レ
ー
ム
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
程
度
が

異
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
（
注
９
）。

（
２
） 

日
本
国
内
の
分
割
出
願
に
向
け
た

出
願
戦
略
（
優
先
基
礎
出
願
明
細

書
の
工
夫
）

① 　

発
明
の
課
題
と
「
補
正
・
分
割
・

訂
正
要
件
（
新
規
事
項
追
加
）
」

　

新
規
事
項
追
加
の
判
断
基
準
と
し
て

は
、「「
明
細
書
又
は
図
面
に
記
載
し
た

事
項
」
と
は
、
当
業
者
に
よ
っ
て
、
明

細
書
又
は
図
面
の
す
べ
て
の
記
載
を
総

合
す
る
こ
と
に
よ
り
導
か
れ
る
技
術
的

事
項
で
あ
り
、
補
正
が
、
こ
の
よ
う
に

し
て
導
か
れ
る
技
術
的
事
項
と
の
関
係

に
お
い
て
、
新
た
な
技
術
的
事
項
を
導

入
し
な
い
も
の
で
あ
る
」
か
と
い
う
規

範
が
確
立
し
て
い
ま
す
（
注
10
）。

　

最
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
施
例
か
ら

の
拡
張（
抽
象
化
）・
変
更
可
能
範
囲
は
、

当
初
明
細
書
の
開
示
で
決
ま
る
と
こ
ろ
、

発
明
の
課
題
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

で
す
。
す
な
わ
ち
、
実
施
例
の
文
章
、

デ
ー
タ
、図
面
等
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、

実
施
例
の
具
体
的
発
明
か
ら
、
発
明
の

課
題
の
解
決
に
関
係
が
な
く
任
意
の
付

加
的
な
構
成
は
捨
象
で
き
ま
す
が
、
発

明
の
課
題
の
解
決
に
関
係
が
あ
る
構
成

は
捨
象
で
き
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
特
許
庁
「
特
許
・
実
用
新

案
審
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
附
属
書
Ａ
│

７
の
事
例
７
を
題
材
と
し
て
検
討
す
れ

ば
、
明
細
書
中
に
図
表
７
の
図
面
が
あ

る
と
き
に
、「
…
凹
面
状
の
成
形
面
…
」

と
い
う
補
正
前
の
ク
レ
ー
ム
文
言
の「
凹

面
状
の
」
を
削
除
し
て
単
に
「
…
凹
面

状
の
成
形
面
…
」
と
す
る
ク
レ
ー
ム
文

言
を
削
除
す
る
上
位
概
念
化
の
補
正
が

許
さ
れ
る
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
結
論
の
理
由
は
、「
本
願
の

発
明
が
解
決
し
よ
う
と
す
る
課
題
は
、

光
学
素
子
用
成
形
型
の
表
面
に
被
覆
す

る
被
覆
膜
を
改
良
す
る
こ
と
で
、
高
温

下
で
の
離
型
性
や
耐
久
性
に
優
れ
た
光

学
素
子
用
成
形
型
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
光
学
素
子
用
成
形
型
の
成
形

面
の
形
状
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
の
解

決
に
は
直
接
関
係
し
な
い
。そ
の
た
め
、

上
記
課
題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、

成
形
型
の
成
形
面
の
形
状
は
必
要
不
可

欠
な
要
素
と
は
い
え
ず
、
本
願
発
明
に

と
っ
て
任
意
の
付
加
的
な
要
素
で
あ
っ

て
、
新
た
な
技
術
的
事
項
を
導
入
す
る

も
の
で
は
な
い
」（
傍
線
筆
者
）
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
の
事
例
７
に
お
い
て
、

仮
に
発
明
の
課
題
が
「
凹
面
状
の
成
形

面
」
に
水
分
を
貯
留
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
と
し
た
な
ら
ば
、
凹
面
状
と
い
う
成

形
面
の
形
状
は
発
明
の
課
題
解
決
に
直

結
す
る
か
ら
、「
凹
面
状
」を
捨
象
し
て
、

単
に
「
…
凹
面
状
の
成
形
面
…
」
と
拡

張
す
る
補
正
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
裁
判
例

も
同
様
で
あ
り
、
裁
判
例
と
審
査
基
準

に
齟そ

齬ご

は
あ
り
ま
せ
ん
（
注
11
）。

　

そ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
、
審
査
基
準
に

は
「
審
査
官
は
、
発
明
の
課
題
を
、
原
則

と
し
て
、
発
明
の
詳
細
な
説
明
の
記
載

か
ら
把
握
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
明
細
書
中
に
記
載
さ
れ
た
発

明
の
課
題
は
重
要
で
す
。
た
だ
し
、
審

査
基
準
に
は
例
外
と
し
て
「
た
だ
し
、

以
下
の
ⅰ
又
は
ⅱ
の
い
ず
れ
か
の
場
合

に
は
、
明
細
書
及
び
図
面
の
全
て
の
記

載
事
項
に
加
え
、
出
願
時
の
技
術
常
識

を
考
慮
し
て
課
題
を
把
握
す
る
。（
中
略
）

ⅱ
明
示
的
に
記
載
さ
れ
た
課
題
が
、
発

明
の
詳
細
な
説
明
の
他
の
記
載
や
出
願

時
の
技
術
常
識
か
ら
み
て
、
請
求
項
に

係
る
発
明
の
課
題
と
し
て
不
合
理
な
も

の
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
分
割
出
願

と
原
出
願
（
中
略
）
に
お
い
て
、
発
明
の

詳
細
な
説
明
に
明
示
的
に
記
載
さ
れ
た

課
題
が
同
じ
で
あ
り
、そ
の
課
題
が
、発

明
の
詳
細
な
説
明
の
他
の
記
載
や
出
願

時
の
技
術
常
識
か
ら
み
て
、
分
割
出
願

の
請
求
項
に
係
る
発
明
の
課
題
と
し
て

は
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）
」
と

明
記
さ
れ
て
お
り
、
分
割
出
願
の
発
明

の
課
題
は
、
明
細
書
に
記
載
さ
れ
た
課

題
に
絶
対
的
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
注
12
）。

②　

発
明
の
課
題
と
「
進
歩
性
」

　

審
査
基
準
的
に
も
、
主
引
用
例
と
副

引
用
例
と
の
組
合
せ
の
容
易
想
到
性
は
、

主
引
用
例
と
副
引
用
例
の
課
題
の
共
通

性
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図表７　事例7の図面

出所： 特許庁「特許・実用新案審査ハンドブック」
　　　 附属書A－7.新規事項を追加する補正に関

する事例集

（注９） 平成28年度特許委員会　新規事項の追加検討チーム「新規事項の追加に関する、判
決の傾向と特許庁審査基準等との対比」月刊パテントVol.70 №10

（注10） 知財高判大合議平成20年5月30日判タ1290号224頁〔ソルダーレジスト事件〕

（注11） 知財高判平成27年1月28日裁判所ウェブ〔ラック搬送装置事件〕〈設樂裁判長〉、知財
高判令和2年7月22日裁判所ウェブ〔回路遮断器の取付構造事件〕〈大鷹裁判長〉等

（注12） 特許・実用新案審査基準「第II部第2章第2節」
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問
題
は
、
近
時
一
〇
年
間
の
裁
判
例

を
み
る
限
り
、
日
本
で
は

4

4

4

4

、
主
引
用
例

と
副
引
用
例
と
の
組
合
せ
の
容
易
性
が
、

本
願
発
明
の
課
題
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
す
な
わ
ち
、
主
引
用
例
と
本
願

発
明
の
課
題
が
異
な
る
場
合
、
主
引
用

例
か
ら
、
本
願
発
明
の
課
題
を
解
決
し

て
本
願
発
明
に
至
る
こ
と
は
容
易
想
到

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
、

組
合
せ
の
容
易
想
到
性
が
否
定
さ
れ
、

進
歩
性
が
肯
定
さ
れ
る
裁
判
例
が
多
数

み
ら
れ
ま
す
（
注
13
）。

　

そ
う
で
あ
る
以
上
、
本
願
発
明
の
課

題
と
し
て
、
従
来
技
術
と
は
質
的
に
異

な
る
課
題
が
当
初
明
細
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
、
従
来
技
術
と
同
じ
課
題

が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
と
比
較
し
て
、

進
歩
性
が
肯
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
従
来
技
術
と
は
質
的
に
異
な

る
課
題
が
、
従
来
技
術
よ
り
も
高
度
、

限
定
的
、
具
体
的
で
あ
る
と
サ
ポ
ー
ト

要
件
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

従
来
技
術
と
異
な
る
観
点
か
ら
の
発
明

の
課
題
で
あ
り
な
が
ら
高
度
、限
定
的
、

具
体
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実
施

例
等
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
進
歩
性
確
保
の
観
点
か
ら
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
く
デ
メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
い

た
め
、
特
許
出
願
戦
略
上
活
用
し
た
い

考
え
方
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
を
図
解
す

る
と
、
図
表
８
の
と
お
り
で
す
。

（
３
） 

諸
外
国
移
行
を
念
頭
に
置
く
出
願

戦
略
（
優
先
基
礎
出
願
明
細
書
の

工
夫
）

　

諸
外
国
の
審
査
基
準
（
米
国
Ｍ
Ｐ
Ｅ

Ｐ
、欧
州
特
許
庁
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

中
国
専
利
審
査
指
南
／
最
高
人
民
法
院

司
法
解
釈
）
は
日
本
語
訳
が
あ
り
、
論

点
ご
と
に
日
本
の
裁
判
例
／
審
査
基
準

と
対
比
す
る
と
把
握
し
や
す
い
で
し
ょ

う
。
以
下
に
、
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ

ま
す（
便
宜
上
、米
国
を
㋐
、欧
州
を
㋑
、

中
国
を
㋒
と
表
記
し
ま
す
）。

①　

内
在
特
性
（inherent

）

㋐M
PEP2114

：「
先
行
文
献
に
機
能

に
関
す
る
開
示
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
新
規
性
は
主
張
で
き
な

い
。
そ
れ
は
、
先
行
文
献
の
中
に
は
内

在
的
に
問
題
と
な
る
構
造
が
開
示
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る（In re Schreiber

（Fed. Cir. 1997

））
」。

②　

選
択
発
明

㋑
二
以
上
の
リ
ス
ト
か
ら
で
な
い
と
新

規
性
は
認
め
ら
れ
な
い（GL G-V

I,8

）。

③ 　

用
途
発
明
（
使
用
方
法
を
特
定
す

る
発
明
を
含
む
）

㋐
「U

se
（
用
途
）
」
ク
レ
ー
ム[R-

10.2019]　

物
の
ク
レ
ー
ム
は
、
引
用

文
献
に
対
し
、
構
造
的
な
差
異
を
主
張

す
る
こ
と
で
し
か
、
特
許
を
得
ら
れ
な

い
（M

PEP2173.05(q)

）。

㋑
用
途
は
、
原
則
限
定
し
な
い
。
適
し

た
物
と
解
釈
さ
れ
る（
欧
州
で
も
、
医
薬

用
途
は
限
定
に
な
る
）。
方
法
も
同
じ

（GL F-IV
,4.13

）。

㋒
用
途
が
製
品
自
身
の
固
有
な
特
徴
で

決
定
さ
れ
、
そ
し
て
用
途
の
特
徴
に
従

い
製
品
の
構
造
、
組
成
が
変
化
し
た
こ

と
を
暗
示
し
て
い
な
け
れ
ば
、
当
該
用

途
の
特
徴
で
特
定
さ
れ
て
い
る
製
品
の

ク
レ
ー
ム
は
対
比
文
献
の
製
品
に
対
し

て
新
規
性
を
具
備
し
な
い
（
審
査
指
南

第
二
部
分
第
三
章3.2.5(2)

）。

④ 　

本
件
（
本
願
）
発
明
と
引
用
発
明

の
課
題
の
相
違
が
容
易
想
到
性
判
断

に
及
ぼ
す
影
響

㋐
本
件
発
明
の
「
課
題
」
が
主
引
用
例

の
課
題
と
相
違
し
て
も
、
本
件
発
明
の

「
課
題
」
と
は
異
な
る
課
題
で
主
引
用

例
と
副
引
用
例
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
れ

ば
非
自
明
性
否
定
。

㋑
課
題
解
決
ア
プ
ロ
ー
チ
（problem

-
solution approach

）
に
よ
り
、
解
決
す

べ
き「
客
観
的
な
技
術
的
課
題
」
の
確
定

（GL G-V
II 5.2

）。

⑤ 　

数
値
限
定
発
明
／
パ
ラ
メ
ー
タ
発

明
㋐
数
値
限
定
は
、
一
般
に
、
明
瞭
性
の
問

題
と
な
ら
な
い
が（M

PEP2173.05(c)

）、

図表８　本願発明の課題による進歩性判断

（注13） 知財高判平成23年1月31日判タ1345号223頁〔換気扇フィルター事件〕
〈飯村裁判長〉、知財高判令和3年4月15日裁判所ウェブ〔Ｘ線透視撮影
装置事件〕〈菅野裁判長〉、知財高判令和3年2月8日裁判所ウェブ〔（メタ）
アクリル酸エステル共重合体事件〕〈鶴岡裁判長〉、知財高判平成27年
12月10日裁判所ウェブ〔農産物の選別装置事件〕〈髙部裁判長〉等
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上
下
限
の
み
等
の
数
値
範
囲
は
不
明
瞭

と
判
断
さ
れ
う
る
（M

PEP2173.05(c)
II

）。
㋑
な
し
。
二
以
上
の
リ
ス
ト
か
ら
で
な

い
と
新
規
性
は
認
め
ら
れ
な
い
（GL 

G-V
I,8

）。
／
一
部
重
複
す
る
場
合
の

進
歩
性
：
当
該
技
術
の
熟
練
者
が
、
根

底
と
な
る
技
術
的
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
望
ん
で
、
ま
た
は
何
ら
か
の
改
良
も

し
く
は
利
点
を
期
待
し
て
、
一
部
重
複

す
る
範
囲
を
選
択
ま
た
は
選
別
し
た
で

あ
ろ
う
か
否
か
を
考
慮
す
る
（GL 

G-V
II,12

）。

㋒
引
用
文
献
で
開
示
し
た
数
値
範
囲
が
、

本
件
発
明
の
技
術
的
特
徴
の
数
値
範
囲

の
一
部
と
重
な
っ
て
い
る
か
、
共
通
し

た
端
点
が
あ
る
場
合
は
（
例
：
引
用
文

献
五
〜
一
〇
、
本
件
発
明
三
〜
五
）、
新

規
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
件
発
明
の

数
値
範
囲
の
両
端
点
が
、
引
用
文
献
で

開
示
し
た
数
値
範
囲
に
入
っ
て
い
る
場

合
は（
例
：
引
用
文
献
五
〜
一
〇
、
本
件

発
明
七
〜
九
）、
新
規
性
が
認
め
ら
れ
る

（
審
査
指
南
第
二
部
分
第
三
章3.2.4

）。

⑥　

除
く
ク
レ
ー
ム

㋐M
PEP2173.05(i) 

否
定
的
限
定 [R-

08.2017]

：noncircular, nonm
agnetic

等
が
認
め
ら
れ
る
。

㋑
審
決G1/03

：「U
ndisclosed dis-

claim
er

（
非
開
示
の
特
徴
を
除
く
デ
ィ

ス
ク
レ
イ
マ
ー
）
」
が
許
さ
れ
る
の
は
、

以
下
の
三
つ
の
場
合
の
み
で
あ
る（GL 

G H
-V
4.2.1

）。

１ 

．
欧
州
特
許
条
約（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）54
条
⑶

の
先
行
技
術
（
日
本
特
許
法
29
条
の

２
の
文
献
に
対
応
）
に
対
し
て
新
規

性
を
確
保
す
る
場
合

２ 

．
偶
発
的
な
先
行
技
術
に
対
し
新
規

性
を
確
保
す
る
場
合

３ 

．
非
技
術
的
理
由
に
よ
り
特
許
性
を

除
外
さ
れ
て
い
る
事
項
（
例
え
ば
治

療
方
法
）
を
除
く
場
合
。
た
だ
し
以

下
に
該
当
す
る
場
合
は
許
さ
れ
な
い

（G1/03

、G2/03

）。

⑴ 　

実
施
で
き
な
い
実
施
形
態
を
除
外

し
た
り
、
実
施
可
能
要
件
の
不
十
分

さ
を
是
正
す
る
目
的
が
あ
る
場
合

⑵　

進
歩
性
に
関
連
す
る
場
合

⑶ 　

先
願
未
公
開
出
願
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
54
条

⑶
）
ま
た
は
偶
発
的
開
示
先
行
技
術

以
外
の
先
行
技
術
に
対
し
て
も
新
規

性
を
確
保
す
る
場
合

⑷　

必
要
以
上
に
主
題
を
除
く
場
合

⇩ 

欧
州
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
進

歩
性
確
保
の
た
め
に「U

ndisclosed 
disclaim

er

」
が
許
さ
れ
な
い
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。

㋒「
開
示
さ
れ
て
い
な
い
」
除
く
ク
レ
ー

ム
は
、
新
規
性
欠
如
を
克
服
す
る
た
め

に
抵
触
す
る
出
願
ま
た
は
偶
発
的
な
先

の
開
示
か
ら
特
定
の
技
術
的
解
決
策
が

削
除
さ
れ
た
と
き
の
み
認
め
ら
れ
る（
＝

先
の
開
示
の
技
術
的
分
野
お
よ
び
解
決

す
べ
き
技
術
的
課
題
は
、
本
発
明
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
）
か
、
ま
た
は
除
外
さ

れ
た
技
術
的
解
決
策
は
実
践
で
き
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
（「
補
正

に
関
す
る
事
例
比
較
研
究
：
仮
訳
」（
日

中
韓
特
許
審
査
専
門
家
部
会（JEGPE

）、

二
〇
一
五
年
）
の
事
例
27
）。

５　

ま
と
め

　

日
本
企
業
の
特
許
出
願
戦
略
は
、
新

規
出
願
か
ら
分
割
出
願
・
諸
外
国
移
行

と
い
う
方
針
に
転
換
し
て
お
り
、
柔
軟

な
分
割
出
願
／
優
先
権
主
張
戦
略
に
向

け
た
優
先
基
礎
出
願
明
細
書
の
工
夫
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

多
く
の
特
許
出
願
が
、
分
割
を
繰
り
返

さ
れ
た
特
許
庁
の
審
査
に
係
属
中
と
い

う
ス
テ
ー
タ
ス
を
維
持
し
て
お
り
、
逆

に
い
え
ば
、
他
社
特
許
の
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
を
す
る
立
場
の
と
き
は
、
他
社
特
許

出
願
が
係
属
中
で
あ
る
以
上
、
明
細
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
発
明
は
後
に
分
割

出
願
可
能
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

請
求
項
に
記
載
さ
れ
た
発
明
を
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
意
識
で
は

足
り
ず
、
相
手
は
こ
ち
ら
の
製
品
を
み

たかいし・ひでき

東京工業大学工学部卒業、同大学院
修了。弁護士（55期）、弁理士、Duke 
Law修了、米国カリフォルニア州弁
護士、米国パテント・エージェント
試験合格。中村合同特許法律事務所
パートナー。特許・意匠裁判例を網
羅的に研究し、『論点別　特許裁判例
事典（第三版）』（経済産業調査会、
2022年）、『論点別　意匠裁判例事
典』（経済産業調査会、2020年）を
出版するとともに、SNS（Twitter、

FB、Ameblo）で特許裁判例等を毎日1個情報発信しています。また、
特許・意匠の各重要論点を10分程度の動画で説明するYouTubeチ
ャンネル「弁護士・高石秀樹の特許チャンネル」を運営しています。

な
が
ら
請
求
項
を
創
る
と
い
う
意
識
で

対
応
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
そ
の
意

味
で
、
以
前
よ
り
他
社
特
許
件
数
が
減

少
し
て
い
る
と
し
て
も
、
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
の
分
量
お
よ
び
難
易
度
は
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
企
業
の
特
許
出
願
戦
略
に
つ
い

て
、
近
時
一
七
年
間
の
統
計
を
踏
ま
え

て
、
出
願
戦
略
の
傾
向
変
化
と
、
こ
れ

に
伴
う
出
願
人
側
の
留
意
点
、
実
施
者

側
の
留
意
点
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

日
本
企
業
等
の
特
許
実
務
家
の
み
な
さ

ま
に
お
い
て
本
稿
が
参
考
に
な
る
こ
と

を
祈
願
し
て
、
い
っ
た
ん
筆
を
置
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

YouTube
「弁護士・高石秀樹の特許チャンネル」


